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基本施策評価表 所属平成31年度 38100000

生涯学習部 生涯学習課

52 生涯学習の充実
妥当性 妥当 コスト削減の余地 無 受益者負担 適正

上位貢献度 有効 類似事業の有無 無 成果向上の余地 有
市民
・地域の多彩な人材を活かした生涯学習プログラムの充実や、学校・家庭・地域が連携・
協働したボランティア活動の展開による社会全体での教育力の向上。

・社会教育施設利用者満足度…5年間で98.0％（現状値97.5％）
・各種学級・講座受講者満足度…5年間で98.0％（現状値97.5％）

基本方針の「健やかに人を育み学び続けられる町づくり」には一生に渡り学び続ける生涯
学習の充実が不可欠であるため、本基本施策の目標達成度による貢献度は高い

社会教育施設利用者満足度は目標値を約0.3%下回った。また、各種学級・講座受講者満足
度は昨年度より上昇したが、目標値を0.1％下回った。。

施設の老朽化が進む施設が数多くみられるため、市全体の施設見直しの動向を見ながら計
画的な改修を行うとともに、講座内容の工夫を行い、満足度を改善する必要がある。

老朽化施設の計画的な改修を行い、とちぎ未来アシストネット事業を推進し、学校・家庭
・地域の連携・協働体制を更に築きながら、さらなる生涯学習の満足度向上を図る。

成果指標である「各種学級・講座受講者満足度」については、目標を達成しているが、
利用者の満足度は高い傾向があるため、取組方針にもあるように、市民ニーズの把握や講
座内容の見直し等により、利用したいと思える魅力あるプログラムを構築していただきた
い。
コロナウイルス感染症の影響により、今年度の講座等の実施については難しいと思われ

るが、学習の機会を提供できるよう様々な方法を検討願う。

5201 生涯学習環境の充実 459,848 99
5202 生涯学習機会の充実 8,706,401 99

成果指標１

成果指標２

成果指標３

成果指標４

ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ
(千円)

[ ]％

[ ]

[ ]

[ ]

平成30年度

％

97.60
97.97
97.60
96.46

9,066,814
9,063,764

平成31年度
97.70
97.37
97.70
97.60

9,166,249
9,166,249

令和2年度
97.80

97.80

9,114,482
9,114,482

令和3年度
97.90

97.90

0
0

令和4年度
98.00

98.00

0
0



施策

妥当性 妥当
生き生きと学び、人づくり・まちづくりに参画する生涯学習を
推進するため、妥当である。

コスト削減の余地 無
施設の維持管理や講座開催に係る経費は必要最小限であ
り、適正な受講料を徴しているため、コスト削減は難しい。

受益者負担 適正
施設の使用料や各種講座の受講料や講師謝金等を徴して
いることから適正である。

上位貢献度 有効
多様なニーズに応じた生涯学習環境の形成や多彩な人材を
活かした学習メニューの充実による貢献度が高いと判断し
た。

類似事業の有無 無

成果向上の余地 有
施設利用者数や各種学級受講者数は伸びており、今後も成
果向上の余地があると判断した。

貢献度

達成状況

課題

取組方針

基本施策評価表　補表

52　生涯学習の充実

内部評価

区分

　基本方針に掲げる「健やかに育み学び続けられる町づくり」に対して、
一生に渡り学び続ける学習の充実が不可欠であるため、本基本施策の
目標達成度は高いと判断した。

　社会教育施設利用者満足度は、施設毎には約96％～100％と目標値
を上まわっているものの、総合評価は目標値を0.3%下回った。
　各種学級・講座受講者満足度は、講座毎に約89％～99％の高水準と
なったが、目標値を0.1％達成できなかった。

　施設の老朽化が進む施設が数多くみられるため、市全体の組織見直
しに、長寿命化や営繕計画等を順次、作成して計画的な改修を行う必
要がある。
　講座開催前に、講師と内容の確認を行い、テーマに沿った講座の開
催を担保する必要がある。

　老朽化する施設については、市の管理運営方針にのっとり、長寿命
化や営繕計画等を作成して、計画的な改修を行う。
　とちぎ未来アシストネット事業を推進し、学校・家庭・地域の連携・協働
体制を更に築きながら、生涯学習の満足度向上を図る。


